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 11月 18日（水）に、古蔵中学校区小中一貫合同研修会として、本校で研究授業が公開され

ました。例年なら、古蔵中学校区の古蔵中、古蔵小、本校の 3校が一堂に会すのですが、今回

はコロナ禍と言うことで、古蔵中・古蔵小からは校長先生と各教科に各校 2人と少ない人数で

の開催となりました。ですがどの授業も「たくさんの先生方に見てもらいたかった。もったい

ない！」と、参加された先生方や招聘した指導主事から感想を頂きました。本校の先生方の研

究が実った成果！本校としても実践をシェアできる、有意義な学びの場となりました。 

～道徳（2 年）・算数（4 年）・学級活動（6 年）が公開授業～ 

道徳…「きまりを守ろう（規則の尊重）」 2 年 3 組 安藤春奈教諭 

教材「オレンジ色の木の実」は、森の子鹿たちが、お父さんお母さん 

から言われたことを「少しだけだから…」と約束を破り、木の葉を食べ 

てしまうお話です。安藤先生の「一番悪いのは誰？」の発問に、登場人 

物の「マー君が最初に食べたから一番悪いよ」「食べても良いのかなと 

言っていたのに食べたモコちゃんが悪い」「いや、次の日一緒に食べた 

ター君が悪い」と議論が白熱！まさしく「考え・議論する道徳」の授業。 

「きまりや約束」について深く考える授業となりました。 

 

 

 

 

 

「沖縄県教員関係職員表彰式（11/６）」において 

本校職員から、「他の教員の模範（後輩育成）」として、 

前里美代子教諭（1年担任）、「生徒指導（平和メッセー 

ジ動画作成等）」部門で、金城かおり教諭（6年担任）の 

二人が受賞しました。（右：金城県教育長を囲んでの写真） 

算数…「概数とその計算（和・差・概算）」 ４年 3 組 西平奈々教諭 

 4 年生で学習する「概数（おおよその数）」は、四捨五入や切り上げ、 

切り捨ての方法で「概数（おおよその数）」にする良さを学ぶ単元ですが、 

苦手とされています。ですが、子ども達はどうすれば求められるのかを 

自分で一生懸命考え、①答えを出したあと四捨五入、②式の段階で四捨 

五入の 2 つの考えを出しました。その後、比較検討して「式の段階で四 

捨五入する（概算）」の良さに気づきました。次々と黒板の前で堂々と自 

分の考えを発表する子ども達の姿に、中学校の先生方も驚いていました。 

 

 学級活動(3)「夢に向かって（キャリア教育）」６年 3 組 宮城麻子教諭 

キャリア教育で、「夢に向かって～なりたい自分になるために～」の学 

習に取り組んでいる 6年生。9 月に「学習をステップアップ」では学習 

の目標を、「自分の役割ってなんだろう」で委員会活動を更によい活動に 

するための目標を決めてきました。そして今回は、「中学校へ なりたい 

自分になるために」では、中学校生活について知り、今、自分に足りない 

力を考え中学校生活での目標を決めたのですが、中学校の先生方からは 

「自分の足りないことを言い合える学級って素敵！」とありました。 

 

 沖縄県優秀教職員受賞 
～前里美代子教諭・金城かおり教諭が受賞～ 


